








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第12表資本収支表 （単位　100万ドル）i19719721973 19741望2111211誓3i1誓31誓31113ユ誓4 1望4i1誓41114
政府資本移動 △63△60△64△8143114△58△631 79△101△14△62 △42 △30オーストラリアの会
ﾐの非配当収益 274248293 4871　73「73 73 73121122 122玉 2 90 90
その他の直接投資 654 626△31 106114328△160△42！△84△14 50 15489 一有価証券投資と借款 655588116△1151　139189△134△781△74△37△89 85△35 一
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?? 10 11 12
計
男　性
女　性
O
　I　II　m　IV　I　II　III　W　　I　II　II呈　IV　I　II　m　　lV　I　II　III　W　　I　II年
1969　　　　　　　　　　　　　1970　　　　　　　　　　　　　1971　　　　　　　　　　　　　1972　　　　　　　　　　　　　1973　　　　　　　　　　　　　1974
37
びつきは，輸出においては1970年代に入って
から急激にそのウエイトが高まっており，輸
入についても同様1970年代に入ってから急速
にそのウエイトを高めている。もちろん，日
本とニュージーランドとの関係はオーストラ
リアと日本との関係と同様に，日本から製造
工業製品を輸出し，ニュージーtランドから農
産物，その他の第一次産品を輸入するという
形態である。この基本構造はおそらく近い将
来において変わることはないであろうし，ニ
ュー Wーランド自体が急激な工業化政策をと
っているというわけでもない。工業化政策は
むしろ人口増加に雇用機会をもたらす程度で
進められていく可能性が強い。
　石油価格上昇やその前の世界的な好況過程
の中での各種の経済要因の影響がこの国にも
およんでいるわけであるが，ニュージーラン
ドが工業国ではないことから，失業者の推移
もオーストラリァにみられるほど大きなもの
ではない。第22表に基づいてニュージーラン
ドの失業者の推移をグラフに示したのが第9
図であるが，1973年の暮れから徐々に失業者
が増大しているが，その増大の仕方はジグザ
グコースをとったゆるやかな勾配をもつもの
であり，1974年に入って，夏頃からかなり失
業者が増える傾向にあるが，それでもオース
トラリアにおけるほど，急激な増大とはなっ
ていない。その点は両国の国民総生産の動き
を示した第10図をみれば容易にわかる。オー
ストラリァにおける経済活動水準の上昇は19
72年から見られたわけであるが，1973年の暮
れを境にして，1974年には急激な落ち込みが
そこに見いだされる。ニュー一ジーランドも同
様の落ち込みがあるわけであるが，それでも
その点線の推移が示すごとく，季節的に波を
示しながらも全体としてはオーストラリアほ
ど急激な上昇の後の下降という形態をとって
いない。これはニュージーランドが工業中心
的な経済ではないことの結果というべきであ
ろう。もちろん，ニュージーランド自体とし
38
ては失業者の増大も問題であり，またここに
は示さなかったが，製造工業製品価格の上昇
が国内のインフレーションを引き起こしてい
ることもまた事実である。それにもかかわら
ず，ニュージーランドにおける経済的な諸問
題のあたえる緊迫度は，オーストラリアに比
ぺてかなり緩和されたものとなっている。
　ニュージーランドがもちろん，今後の人口
増加に備えて吸収するだけの工業部門の拡大
を図らなければならないであろうが，そのた
めの政策はニュージーランドの経済構造を変
えてしまうほど急激なテンポを必要としない
ものである。その意味からするならぽ，ニュ
ージーランドの現在直面している諸問題は，
基本的に豊かな高水準の農業国にとって，文
字どおり短期的な性格をもつものであるとい
うべきであろう。農業・牧畜・酪農を中心と
した豊かな農業国にとって基本的には政策上
の緊急課題はない，といってよいであろう。
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〔付記〕　この論稿は産業適正立地問題をとりあ
　　げた研究プロジェクトの一部をなすもので
　　あるが，研究上の都合により，オセアニア
　　地域，とくにオe－iストラリア経済の分析に
　　のみ，論議を限定することになった。続く
　　論稿において産業適正立地問題についての
　　主論を展開する予定である。
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